
小郡市の池松和幸さんが生涯乳量上位を獲得されました 

 

近年、乳牛の高泌乳化に伴い、疾病が増加し早期に廃用となることが多く、減価償却費、

診療費等のコスト高の大きな原因になっています。牛の栄養管理（適正な飼料給与とボデ

ィーコンディション調整など）と快適な飼養環境を提供することで疾病が減少し、経営面

においてもプラスになります。これまで、ふくおか県酪農業協同組合では、平成１６年度

より１日乳量３ｋｇアップ、平均産次３産以上とした「３・３運動」に取り組まれていま

す。 

そのような中、この度福岡県小郡市の池松和幸さんが都府県において、平成２４年９～

１０月生涯乳量上位（１，２，７，９，１２，１８，２１位）を獲得されましたのでご紹

介します。詳細については、下記表のとおりです。 

 

「全酪新報」平成２４年１１月２０日記事より 


